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Tokyo Techメディア芸術データベースについて（1/4）

⚫ データベース概要
◼ 文化庁様提供のデータベース

◼ マンガ・アニメーション・ゲーム・メディアアートの作品情報や所蔵情報をデータベー
スとして整備することで，メディア芸術へのアクセスおよびその保存・利活用の要とな
るデータを提供 [1]

[1]https://mediaarts-db.bunka.go.jp/about/
[2]画像出典：https://mediaarts-db.bunka.go.jp/
[3]画像出典：https://mediag.bunka.go.jp/madb_lab/

[2]

[3]

https://mediaarts-db.bunka.go.jp/about/
https://mediaarts-db.bunka.go.jp/
https://mediag.bunka.go.jp/madb_lab/
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Tokyo Techメディア芸術データベースについて（2/4）

◼ SPARQLクエリサービス
⚫ 任意のデータを検索・指定してCSV

形式でダウンロード可能

◼ データセットのダウンロード
⚫ 用意されたデータセットをJSON-

LD/Turtle形式でダウンロード可能

⚫ダウンロードできるデータセット形式

[3]

[3]

[3]

[3]
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Tokyo Techメディア芸術データベースについて（3/4）

⚫ データの内容例
◼ 例1：マンガ単行本
⚫ タイトル・出版社・作者・出版年月日・文庫サイズ・巻数等の情報が入っている
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Tokyo Techメディア芸術データベースについて（4/4）

⚫ データの内容
◼ 例2：ゲームパッケージ
⚫ タイトル・対応プラットフォーム・制作会社・発売日・価格・サイズ等の情報が入っている
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Tokyo Tech作成教材のレベル（1/2）

⚫ 本教材は，数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム
応用基礎レベルモデルカリキュラム対応教材[4]に準拠して作成

[4] http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/e-learning_ouyoukiso.html
[5]画像出典：https://www.kspub.co.jp/book/detail/5307892.html

[5]

http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/e-learning_ouyoukiso.html
https://www.kspub.co.jp/book/detail/5307892.html
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Tokyo Tech作成教材のレベル（2/2）

⚫ 制作時の教材対象者のペルソナとしては，以下のような人々を想定
◼ 高校生以上

◼ Pythonのコードを読んだり書いたりした経験がある

◼ 機械学習に興味がある

◼ 実際に自分で手を動かして理解してみたい

⚫ 以上を踏まえ，教材はJupyter Notebook形式で配布
◼ Google Colaboratoryを利用してそのまま実行可能
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Tokyo Tech作成教材紹介（1/3）

⚫ 応用基礎レベルモデルカリキュラム対応教材[4]の目次のうち，本教材が対応するもの
◼ 1-2. 分析設計
⚫ クラスタリング
⚫ データの収集、加工、分割／統合

◼ 1-4. データ分析
⚫ 単回帰分析
⚫ ロジスティック回帰分析
⚫ クラスター分析
⚫ 主成分分析、次元削減

◼ 1-5. データ可視化
⚫ 1～3次元の図表化（棒グラフ、折線グラフ、積み上げ縦棒グラフ）
⚫ 関係性の可視化（ネットワーク構造）

◼ 1-7. アルゴリズム（※）
⚫ ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート
⚫ 探索アルゴリズム、リスト探索

◼ 2-5. データ加工
⚫ データ型変換処理

教育用データベース分科会で本教材が対応するものを議論
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Tokyo Tech作成教材紹介（2/3）

◼ 3-3. 機械学習の基礎と展望（☆）
⚫ 機械学習、教師あり学習、教師なし学習学習データと検証データ
⚫ ホールドアウト法、交差検証法
⚫ 過学習、バイアス

◼ 3-4. 深層学習の基礎と展望（☆）
⚫ ディープニューラルネットワーク（DNN)
⚫ 学習用データと学習済みモデル
⚫ 畳み込みニューラルネットワーク（CNN）
⚫ 再帰型ニューラルネットワーク（RNN）

◼ 3-6. 予測・判断
⚫ 決定木（Decision Tree)
⚫ 混同行列、Accuracy、Precision、Recall
⚫ MSE（Mean Square Error）
⚫ ROC曲線、AUC（Area Under the Curve）
⚫ ランダムフォレスト
⚫ 特徴量の効果的な選択
⚫ サポートベクターマシン（SVM）

◼ 3-7. 言語・知識
⚫ 形態素解析、単語分割、係り受け解析
⚫ かな漢字変換
⚫ 表現学習（エンベディング）
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Tokyo Tech作成教材紹介（3/3）

⚫ 応用基礎レベルモデルカリキュラム対応教材[4]の「3-4. ディープニューラ
ルネットワーク」および「3-6. ROC曲線、AUC」に対応した教材の動作例

教材は、作成後、教材分科会の先生方にレビューを頂き、改訂



動画資料をご覧ください
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Tokyo Tech実務者３名の紹介

⚫ 松野征昇
◼ 東京工業大学 情報工学系 関嶋研究室 学部4年生

◼ 教材の1-2から1-5をメインで担当

⚫ 屋代凛太郎
◼ 東京工業大学 情報工学系 関嶋研究室 学部4年生

◼ 教材の1-7から3-3をメインで担当

⚫ 小澤真実
◼ 東京工業大学 情報工学系 関嶋研究室 修士2年生

◼ 教材の3-4以降をメインで担当
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ご清聴ありがとうございました
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